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位置図

■工事名称：（仮称）柏の葉キャンパス新技術センター
計画新築工事

■工事場所：千葉県柏市若柴街区、街区、
街区

■発　注　者：ＳＭＣ株式会社
■設　計　者：鹿島建設株式会社一級建築士事務所
■施　工　者：鹿島建設株式会社
■主要用途：研究所、事務所、飲食店
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造ＫＩＰ―ＲＣ
■階　　数：地下１階地上５階
■工　　期：年月１日～年９月日
　撮影：川澄・小林研二写真事務所（一部除く）

Ｃ棟外観 Ｂ棟外観

Ａ棟外観

完成

新たなイノベーションの創出へ
　当社の新たな研究開発拠点「Japan Technical Center（ＪＴＣ）」が完
成しました。筑波技術センター（茨城県つくばみらい市）からの移転に際
し、研究開発に必要な最新設備とスペースを確保するとともに、働く人の
快適さと健康に配慮して技術者のモチベーションと製品開発の生産性の向
上を図ることを目指しました。
　各種産業の自動化・省力化に貢献する空気圧機器などの自動制御機器を
生産する当社の研究開発拠点として、主力工場との連携も考慮し、つくば
エクスプレス沿線で移転先の候補地を探していました。産官学の研究開発
拠点が集積し、自然環境にも恵まれ、都心からの交通アクセスにも優れた
柏の葉キャンパスに用地を確保することができました。
　完成した施設は３棟構成で、当社の製品群別に組織された開発部門と管
理部門を配置しています。各棟にオフィスと実験室、食堂が設置されてい
ます。駅に最も近く池に面したＡ棟はＪＴＣの玄関口となる施設として、
名収容のホール、クリーンルーム、オープンラボ、外部の方にも開放
するカフェがあります。Ｂ棟には電気関係のラボや無響音室、駐車場が併設
されたＣ棟には製品検査を行うための多数の恒温槽や寿命テストルーム、
そしてリフレッシュのためにフットサルコートなどの施設も設けました。
　当社の研究開発の中核を担う拠点となるＪＴＣでは、世界各国の研究開
発拠点と連携して、研究開発のスピードアップを図っていきます。災害や
サイバー攻撃などの非常事態において研究開発を継続できるようＢＣＰ
（事業継続計画）を実践する機能も有しています。
　ＪＴＣでは、お客さまや外部の研究者の皆さん、当社海外グループ会社
の技術者との交流を拡大し、新たなイノベーションの創出につなげること
を構想しています。柏の葉スマートシティのイベントにも積極的に参加し、
近隣の研究機関との関係構築にも努めてまいります。

Japan Technical Center



　世界中の研究スタッフが集う場　

　施工のポイント　鹿島建設株式会社

　設計コンセプト　鹿島建設株式会社
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Ａ棟オフィス

Ａ棟アトリウム Ａ棟社員食堂（ボノボ提供）

Ｂ棟オフィス

Ｂ棟社員食堂吹き抜けＢ棟アトリウム

Ｃ棟オフィス

Ｃ棟アトリウム Ｃ棟従業員用エントランス
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都市の緑と知を紡ぐ「開かれた研究所」
　千葉県柏市の「柏の葉スマートシティ」。公・民・学の連携に
よる「新産業創造」を掲げるこの街に、世界トップ空気圧制御機
器メーカー、ＳＭＣの世界戦略拠点「Japan Technical Center」
が竣工しました。延床面積約９万㎡、３つの街区にまたがる本プ
ロジェクトは、同地区のビジョンを体現するイノベーション創出
の核として位置付けられています。
　本計画の設計において私たちは、ＳＭＣ様からのご要望をもと
に議論を重ね、外観デザインによる「街への顔づくりとブランデ
ィング」、そしてアトリウムを核とした「世界基準の研究環境の
創出」を両輪としました。外観にはＳＭＣ様のアイデンティティ
である流体制御技術を象徴する『Laminar Flow facade（層流の
ファサード）』を採用。水平ラインを基調とした意匠が街並みに
統一感を与えています。このラインは周辺公園の緑を引き込む
「段状の屋上庭園」と連動し、アクアテラスの水辺や近隣の森と
響き合います。つくばエクスプレスの車窓からも視認できる象徴
的な景観を創出することで、ＳＭＣのプレゼンスを街に刻む「顔」
を構築しました。
　同時に、私たちは「街に開かれた開放的な研究所」の構築を大
きな挑戦として掲げました。研究所としての厳格なセキュリティ
を維持しながら、いかに地域社会との接点を持つか。この問いに
対し、物理的な遮断に頼るのではなく、空間の重なりや緑化によ
って心理的な距離を縮める手法を採っています。セキュリティと
いう内向きの制約を、地域貢献とブランド強化という外向きの魅
力へと昇華させました。
　内部には、各棟異なるテーマのアトリウムを中心に、世界標準
のＡＢＷワークスペースを配置。技術者の創造性を最大化し、優
秀な人材が「働きたくなる場」を具現化しています。Ｃ棟での耐
火木材の採用やＡ棟でのZEB Ready達成など、環境性能も高度
に統合しました。本施設は、柏の葉の街づくりと共鳴し、未来を
切り拓く知の結節点となるでしょう。

建築設計本部
建築設計統括グループ
プロジェクト設計グループリーダー

　丸山　琢


